
矢
板
市
商
工
会
主
催
第
五
十

四
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
が
、

平
成
二
十
八
年
二
月
十
九
日
に

遠
藤
矢
板
市
市
長
他
来
賓
多
数

を
迎
え
、
商
工
会
館
を
会
場
に

行
わ
れ
た
ま
し
た
。
矢
板
市
商

工
会
員
の
十
三
事
業
所
か
ら
推

薦
の
あ
っ
た
二
十
九
名
の
従
業

員
が
各
種
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。
始
め
に
東
泉
清
寿
商
工
会

長
よ
り
「
国
内
の
景
気
は
、
一

月
の
月
例
経
済
報
告
に
よ
る
と
、

こ
の
と
こ
ろ
一
部
に
弱
さ
が
見

ら
れ
る
も
の
の
、
緩
や
か
な
回

復
基
調
が
続
い
て
い
る
の
と
判

断
で
あ
り
ま
す
。
生
産
は
横
ば

い
、
設
備
投
資
は
限
定
的

で
、
雇
用
環
境
は
良
好
の

一
方
、
賃
金
の
伸
び
は
が

限
ら
れ
る
な
ど
厳
し
い
状

況
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が

い
ま
し
て
、
当
商
工
会
と

し
て
も
小
規
模
事
業
者
に

対
し
ま
し
て
、
あ
ら
ゆ
る

支
援
策
を
講
じ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
に
い
る
皆
さ
ん
は
、

長
年
に
渡
り
各
事
業
所
に
お
い

て
仕
事
に
打
ち
込
み
、
各
事
業

所
及
び
地
域
の
発
展
に
貢
献
し

て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
今
後
益
々
の
ご
活
躍

に
も
期
待
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
を
行
い
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
東
陽
機

器
工
業
株
式
会
社
勤
務
の
斎
藤

正
さ
ん
が
「
こ
の
よ
う
な
ご
来

賓
の
方
々
が
多
数
お
ら
れ
る
中

で
こ
の
よ
う
な
栄
あ
る
表
彰
を

受
賞
で
き
た
こ
と
に
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
受
賞

は
職
場
の
方
々
や
多
く
の
関
係

者
の
ご
指
導
、
ご
支
援
の
賜
物

で
あ
る
と
深
く
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
続
い
て
矢
板
市
生
涯
学
習

課
が
所
管
し
て
い
る
市
民
出
前

講
座
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
御
代

田
誠
さ
ん
が
「
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
講
座
」
と
題
し
て
記
念

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
受
賞
者
は
、
御
代

田
さ
ん
の
生
産
性
向
上
に
向
け

た
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
手

法
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

栄
え
あ
る
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◇
全
国
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

斎

藤

正

東
陽
機
器
工
業
株
式
会
社

◇
矢
板
市
長
表
彰

松

本

一

広

東
昭
建
設
株
式
会
社

小

林

真

樹

日
本
調
理
機
株
式
会
社
栃
木
工
場

伴

寛

彰

日
本
調
理
機
株
式
会
社
栃
木
工
場

金

井

テ
ル
子

一
休

高

橋

正

東
陽
機
器
工
業
株
式
会
社

小

森

晋

吉

株
式
会
社
山
久

◇
栃
木
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

菅

野

英

明

株
式
会
社
新
野
重
建

高

瀬

裕

子

医
療
法
人
社
団
為
王
会
尾
形
ク
リ
ニ
ッ
ク

堀

江

聡

美

株
式
会
社
山
久

平
久
井

三

男

医
療
法
人
社
団
為
王
会
尾
形
ク
リ
ニ
ッ
ク

大

宮

裕

司

東
陽
機
器
工
業
株
式
会
社

黒

尾

潤

東
陽
機
器
工
業
株
式
会
社

手

塚

雅

子

東
陽
機
器
工
業
株
式
会
社

村

上

利

男

株
式
会
社
新
野
重
建

舟

山

一

三

株
式
会
社
山
久

小

川

靖

典

株
式
会
社
サ
ク
シ
ー
ド

片

岡

賢

二

美
容
室
ア
ク
ー
ル

佐

藤

勇

人

東
昭
建
設
株
式
会
社

新

井

英

明

社
会
福
祉
法
人
た
か
は
ら
学
園

新

村

祐

香

社
会
福
祉
法
人
た
か
は
ら
学
園

佐

藤

由
里
子

社
会
福
祉
法
人
た
か
は
ら
学
園

鈴

木

慎

樹

社
会
福
祉
法
人
た
か
は
ら
学
園

斎

藤

艶

有
限
会
社
石
塚
製
作
所

中

島

勝

之

社
会
福
祉
法
人
た
か
は
ら
学
園

◇
矢
板
市
商
工
会
長
表
彰

揚

石

有

美

株
式
会
社
サ
ク
シ
ー
ド

東

田

伊

功

那
須
信
用
組
合
矢
板
支
店

檜

山

直

敬

東
昭
建
設
株
式
会
社

沼

尾

知

樹

株
式
会
社
栃
木
銀
行
矢
板
支
店
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攻める商人！繋がる商人！

商工会報ふれあい
栄
え
あ
る
受
賞
二
十
九
名

優
良
従
業
員
表
彰
式

発行 矢板市商工会

矢板市本町2-18
TEL0287-43-0272
広報委員会



１
．
地
域
の
経
済
動
向
調
査

に
関
す
る
こ
と

「
地
域
の
消
費
者
及
び
小
規
模

事
業
者
の
経
済
動
向
実
態
を
把

握
す
る
こ
と
」
を
目
的
に
、
各

種
調
査
を
活
用
し
た
地
域
の
経

済
動
向
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・

整
理
・
分
析
及
び
提
供
を
行
い

ま
す
。

２
．
経
営
状
況
の
分
析
に
関

す
る
こ
と

「
個
々
の
事
業
者
の
経
営
課
題

を
抽
出
し
、
事
業
計
画
策
定
の

方
向
性
、
必
要
と
な
る
需
要
動

向
情
報
の
種
類
・
開
拓
方
法
を

見
極
め
る
こ
と
」
を
目
的
に
、

巡
回
・
窓
口
相
談
、
各
種
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
等
を
通
じ
て
、
経

営
状
況
の
分
析
を
行
い
ま
す
。

３
．
事
業
計
画
策
定
支
援
に

関
す
る
こ
と

「
個
々
の
事
業
者
が
経
営
課
題

を
解
決
し
、
需
要
を
見
据
え
た

事
業
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
」

を
目
的
に
、
こ
れ
ま
で
に
実
施

し
て
き
た
「
経
営
計
画
策
定

支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
や
、

金
融
指
導
、
各
種
補
助
金
申
請

支
援
を
通
じ
て
、
計
画
策
定
の

指
導
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
創
業
・
第
二
創
業
（
経

営
革
新
）
者
に
は
、
目
指
す
方

向
性
を
確
認
し
、
計
画
策
定
の

指
導
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

４
．
事
業
計
画
策
定
後
の
実

施
支
援
に
関
す
る
こ
と

「
事
業
計
画
に
従
っ
て
行
わ
れ

る
事
業
が
、
確
実
に
実
施
さ
れ
、

課
題
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
」
を

目
的
に
、
個
々
の
事
業
者
の
ペ
ー

ス
と
頻
度
、
必
要
量
を
見
極
め
、

必

要
な

時
に

必
要

な

だ
け

の

「
伴
走
型
」
の
指
導
・
助
言
を

行
い
ま
す
。

５
．
需
要
動
向
調
査
に
関
す
る

こ
と

小
規
模
事
業
者
の
販
売
す
る
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
（
技
術
）
の
需

要
動
向
に
関
す
る
情
報
に
つ
い

て
、
「
将
来
性
の
判
断
に
有
効

か
つ
最
新
の
情
報
と
し
て
提
供

す
る
こ
と
」
を
目
的
に
、
収
集
、

整
理
、
分
析
及
び
提
供
を
行
い

ま
す
。

６
．
新
た
な
需
要
の
開
拓
に

寄
与
す
る
事
業
に
関
す
る
こ
と

「
課
題
の
解
決
」
を
目
的
に
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
各
種
広
報
誌

等
に
よ
る
広
報
、
展
示
会
・
商

談
会
等
の
開
催
又
は
参
加
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
等
の
Ｉ
Ｔ
の
活
用
等
、
需
要

の
開
拓
に
寄
与
す
る
事
業
を
行

い
ま
す
。

◎

地
域
経
済
の
活
性
化
に

資
す
る
取
組
み

地
域
経
済
の
活
性
化
は
、
地

域
に
密
着
し
て
事
業
を
行
う
小

規
模
事
業
者
の
振
興
に
直
結
す

る
も
の
で
す
。
「
面
的
支
援
」

と
し
具
体
的
に
は
、
市
「
ふ
る

さ

と
ま

つ

り
」

参
加

協
力

、

「
や
い
た
軽
ト
ラ
市
」
開
催
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
育
成
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
事
業
、

新
た
に
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

支
援
な
ど
に
取
組
ん
で
行
き
ま

す
。
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●具体的な計画の内容詳細は、中小企業庁のホームページに掲載

http://www.chusho.meti.go.jp/keiei/shokibo/ninteikeikaku.html
追って次年度の総代会資料やその事業計画書ごとにご案内いたします。

●この計画の認定を受けた地区の商工会では、小規模事業者経営発達計画資金制度なども利用で

きるようになりました。詳しくは、矢板市商工会℡０２８７－４３－０２７２までお問い合わ

せ下さい。

国
の
小
規
模
企
業
支
援
法
に
基
づ
く
経
営
発
達
計
画
が
認
定
！

▲経済産業産業省からの認定通知書の写し

経営発達計画とは？

地域商工業者の“持続的な発展”を目的として、

矢板市商工会が国に申請していた「経営発達支援計画」

が、平成２７年１２月２５日経済産業大臣の認定を受

けました。認定期間は、平成２８年度から平成３１年

度まで。なお、県内では、合わせて１０の商工会(矢板

市、下野市、足尾町、野木町、都賀町、塩谷町、氏家、

那須町、那須塩原市、湯津上)が認定されました。

今後は、売上げや利益を確保するため、経営の根

幹に係る支援（経営発達支援事業）に重点を置くこと

になります。今後、当商工会では、特に小規模事業者

の事業持続化推進のため、積極的な支援を行ってまい

ります。
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◎小規模事業者が経営計画に基づいて実施する

販路拡大等の取組みに対して５０万円を上限に

補助(補助率２/３)が出ます。(海外展開、雇用

対策、買物弱者対策に取組む場合：上限１００

万円その他複数事業者の連携もあり。詳細は要

綱にて・・)
◎計画の作成や販路拡大の実施の際、商工会の

指導・助言を受けられます。

ご存知ですか？ 通称：持続化補助金！ 【対象となり得る取組事例】

①販促用チラシの作成・配布

②販促用ＰＲ(マスコミ媒体・Ｗｅｂサイトで

の広告)
③商談会・見本市への出展

④ネット販売システムの構築

⑤移動販売・出張販売

⑥店舗改装(小売店の陳列レイアウト改良、

飲食店の店舗改修を含む)
⑦商品パッケージ(包装)の改良

⑧新商品の開発

⑨景品・販促品の製造・調達など・・

小規模事業者持続化補助金申請への近道！

経 営 計 画 策 定 セ ミ ナ ー 開 催 ！！

消 費 税 率 引 き 上 げ や 円 安 に よ る 原 材 料 費 等 の 高 騰 、 消 費 者 ニ ー ズ の 変 化 な ど 、 中 小 企 業 を 取 り 巻 く 環 境 は 依 然 と し て 厳 し

い 状 況 に あ り ま す 。

こ の よ う な 中 、 継 続 的 に 経 営 を し て い く た め に は し っ か り と し た 経 営 計 画 の 作 成 は 欠 か せ ま せ ん 。 ま た 、 各 種 補 助 金 ・

助 成 金 申 請 に お い て も 経 営 計 画 書 の 作 成 は 必 須 と な っ て お り ま す 。 そ こ で 本 セ ミ ナ ー で は 、 自 社 の 強 み ・ 弱 み を 把 握 し 、

更 に 発 展 し て い く た め の 「 経 営 計 画 書 」 を 作 成 す る ポ イ ン ト に つ い て 説 明 い た し ま す 。

セ ミ ナ ー 終 了 後 に は 、 個 別 相 談 も 実 施 す る 予 定 で お り ま す 。 是 非 と も ご 参 加 下 さ い 。

◇実施日時と内容

◇受講料：無料 ◇会場：矢板市商工会２階会議室

◇お申込み：下記の申込み用紙にご記入の上、ＦＡＸにてお申込み下さい。

（ＴＥＬ ４３－０２７２ ＦＡＸ４３－１７６７【締切４月１０日】）

◇経営計画策定セミナー申込書 ＦＡＸ４３－１７６７

１日目 平成２８年４月１３日（水）

午後１時３０分～午後４時３０分

＜内容＞

事業計画策定の必要性・補助金制度の概要

・申請書の作成(ワーク)

２日目 平成２８年４月２０日（水）

午後１時３０分～午後４時３０分

＜内容＞

具体的な記入事例の紹介・事業計画書の

ポイント・申請書の作成(ワーク)

◎講 師

株 式会 社 ネオ クラ シ ック

中小 企 業診 断 士

柴 田 幸 紀 氏
(店舗ブランディング支援・創業支援等)

【プロフィール】

１９７７年大田原市生まれ。大学卒業後、音楽活動を行っていたが、

あえなく挫折。平成１５年に地元大田原市に帰り、県内の小売りチェ

ーン店に就職。その後、塾の講師や家業である不動産業を経て、平

成２６年法政大学経営大学院卒業後、株式会社ネオクラシックを設立

し、現在に至る。専門は、お店のブランディングや統計解析によるマ

ーケティング分析。

事業所名
連 絡 先

ＴＥＬ／ＦＡＸ

氏 名 参 加 日
両日 ・4/13水 4/20水 い ず れ か に ○

※ 採択 を 目 指 す な ら ２ 日 間 の 参 加 を お 勧 め し ま す
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平成２７年度補正予算 小規模事業者支援パッケージング事業

小規模事業者が、商工会の助言を受けて経営計画を作成・申請し、全国商工会連合会で計画が採択

された場合、取り組む費用の３分の２が補助されます。

補助上限額５０万円※

※海外展開、雇用対策、買物弱者対策に取組む場合

上限１００万円

※複数の事業者が提携して取り組む共同事業の場合

上限１００万円～５００万円

連携する小規模事業者数によります

補助対象経費の３分の２以内

●補助対象者は？
商工会の管轄地域内で事業を営む小規模事業者 個人・法人

※中小企業等協同組合、有事責任事業組合、医療法人、宗教法人、ＮＰＯ法人、一般社団法人、一般財団法人、学校法人、

農事組合法人、任意団体等は補助対象者に該当しません。

●補助金活用の流れ・・

小規模事業者持続化補助金のご案内

補助内容は？

業種 常時雇用従業員数

卸売業・小売業 ５名以下

サービス業で宿泊業・娯楽業以外 ５名以下

サービス業のうち宿泊業・娯楽業 ２０名以下

製造業その他 ２０名以下

補助対象経費
■機械装置費

■広報費

■展示会等出展費

■開発費

■外注費 他

栃木県商工会連合会締切日 平成２８年５月１３日(金)※県連着締切日消印有効

矢板市商工会締切日 平成２８年５月 ６日 (金 )
交付決定は、平成２８年７月(予定)

１ 経営計画の策定・申請書の作成

市場動向、自社の強み等分析し、販路開拓や業務効率化、

生産性向上案を検討し、事業計画書を作成しましょう。

４ 補助金の交付決定

採択が決定されると、採択者に「補助金交付決定通知

書」が送付されます。※交付決定前の経費は補助対象外となります。

２ 商工会へ申請書を提出

商工会が事業計画等の内容を確認し、事業支援計画書

を作成し、発行いたします。

５ 販路開拓等の取組み実施

事業計画に沿った販路開拓に取り組みましょう。

※補助事業の内容を変更するには事前承認が必要です。

３ 申請内容の審査

栃木県商工会連合会にて外部有識者による書類審査を行い、

全国商工会連合会にて審査会を行います。

６ 実績報告書を作成し提出

事業終了後には、実績報告書を作成し提出していただ

きます。※実績報告後、補助金が支払われます。
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第２０９号 広 報 ふ れ あ い 平成２８年 ３月２０日
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ん

味 一 番

住 所 矢板市扇町２丁目－１番－２７号

ＴＥＬ ０２８７－４３－００１２

定休日 第２・４・５日曜日

営業時間
１１：００～１４：００

１７：００～１９：４５



第２０９号 広 報 ふ れ あ い 平成２８年 ３月２０日

※ご相談の際は、申告書・決算書各２期分、直近の試算表等を準備ください。

詳しくは、矢板市商工会TEL０２８７－４３－０２７２までお問い合わせください。

平成２８年度出張｢経営よろず・創業相談会｣日程
経営での悩み、困りごと、創業を考えの方など、無料で専門家のご相談がを受けられます。

中 小企 業・ 小 規模 事 業者 が抱 え る起 業 から

経 営 安定 ま での 各段 階 にニ ーズ に 応じ て 、様 々

な 経 営課 題 に対 応す る 相談 内容 を 専門 家 がお 受

け し 適切 な アド バイ ス ・支 援が 無 料で 受 けら れ

ま す 。是 非 ご利 用下 さ い。

■会 場 矢板市商工会２階大会議室

■相 談 員 （公財）栃木県産業振興センター専門家

■相談内容 経営に関するすべての相談

※４月１２日については小規模事業者持続化補助金の個別相談を受付けます。

■問合せ申込み

矢板市商工会 ℡０２８７－４３－０２７２

（公財）栃木県産業振興センター新事業支援課 ℡０２８－６７０－２６０１

開催相談日
平成２８年 ４月１２日（火）

（９：００～１７：００）

７月１２日（火）
１０月１１日（火）

平成２９年 １月１７日（火）
（１３：００～１７：００）

※４月１２日のみ午前９時からになります。


